
　当会は 5 月21日㈪、港区赤坂の明治記念館「富士の間」において、平成30年度定時総会を開催
し、平成29年度事業報告・決算報告、平成30年度事業計画（案）・収支予算（案）が承認された。
また、役員の任期満了に伴い28名の役員を選任した。

DOBOKU Information
平成30年度

定時総会を開催
実施日：平成30年 5 月21日㈪
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定時総会は午後 3時に開会。始めに事務局、近
藤義弘常務理事から「正会員数159社中、153社（委
任状57社を含む）が出席しており、会則第18条第
3項に規定する総会成立に必要な定足数を満たし
ている」旨の報告があり、伊藤寛治会長が開会の
挨拶を述べた。伊藤会長が議長となり、布戸哲太
氏（東起業㈱）、石橋宏樹氏（みらい建設工業㈱）
の 2 名を議事録署名者に指名した後、議事に入っ
た。
議事は、①平成29年度事業報告並びに同決算報

告、②平成30年度事業計画（案）並びに同収支予
算（案）、③役員の任期満了に伴う選任の 3つが
設定された。
まず、平成29年度事業報告として会員の技術力

向上及び若手技術者の育成と土木技術の社会的意
義を一般に普及することを目指した施策として
種々の講習会・研修会・現場視察・見学会等を展
開してきたことが報告された。
次いで平成29年度決算報告について、資料に基

づき説明された。



DOBOKU Information

10  DOBOKU Vol.74 

定時総会の開会にあたり、一言ご挨拶申し
上げます。
本日は、ご多忙のところ多くの会員の皆さ
まにご出席いただき、誠にありがとうござい
ます。
皆さまには、日ごろ当会の事業運営に格別
のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上
げます。
さて、本年は、「働き方改革断行の年」とさ

れておりますが、国土交通省では「生産性革
命深化の年」と位置付けております。少子・
超高齢社会にあって、さらなる生産性向上が
求められています。年内には技能者の適正評
価と処遇改善に向けて「建設キャリアアップ
システム」の運用が開始される予定です。
このようななか、喫緊の課題である「担い

手」の確保・育成・定着や、女性活躍推進に、
業界が一体となって取り組み、「魅力ある建
設業」の実現を目指していかなければなりま
せん。

また、今年は「江戸」から「東京」へと改称さ
れて150年にあたります。首都・東京のまち
づくりには、我々土木技術者が少なからず貢
献してまいりました。当会では、これからも
会員の皆さまがその使命を果たし、都民が安
全で安心できる「都市基盤整備」に寄与できま
すよう、平成30年度においても、技術力向上
や資格取得を支援する「各種講習会」や「現場
見学会」などを実施いたします。加えて、若
年技術者確保のために、「合同企業説明会」を
開催するほか、広く一般に「土木」について理
解を深めていただけるよう「広報活動」にも努
めてまいる所存です。
会員の皆さまには、引き続きご指導・ご鞭

撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し
上げます。
結びになりますが、本日は「平成29年度事

業報告・決算報告」「平成30年度事業計画
（案）・予算（案）」についてご審議いただくほ
か、任期満了に伴う「役員の選任」という重要
案件がございます。また、議事終了後には、
永年にわたるご功績を称える「優良技術者表
彰」を執り行った後に、「講演会」を開催し、
さらに東京建設業協会との共催による「懇親
パーティ」を予定しております。
長時間にわたりますが、本日の総会が円滑

に進行できますよう、皆さまのご協力をお願
い申し上げまして、開会の挨拶とさせていた
だきます。
ありがとうございました。

続けて監事の奈良岡茂氏（ショーボンド建設㈱）
から、平成29年度事業・決算についていずれも適
切であった旨、監査報告が行われた後、議場に諮
られ、承認、可決された。
平成30年度事業計画（案）における基本方針とし

て、昨今緊急のものとなっている働き方改革や魅
力ある建設業づくりという課題を受け、会員企業
の採用・若手技術者育成支援策を展開するととも

に、広く一般に土木を広報することが発表された。
これに基づき立案された各種講習会・研修会や広
報事業に関する計画案が報告された。次いで平成
30年度収支予算（案）が、資料に基づき説明された
後、議場に諮られ承認、可決された。
議事の最後に、現役員の任期満了に伴う改選が

行われ、理事25名監事 3名、計28名の候補者が提
示され、議場に諮られ承認、可決された。以上を

◤会長挨拶◢

会長　伊 藤　寛 治



気象予報士・天達武史氏による講演
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合同懇親パーティーは大盛況のうちに終わった伊藤会長による乾杯の発声

もって議事終了となった。
続いて「優良技術者表彰」授賞式が行われ、技

術者表彰規程第 2条第 2項該当者88名、同第 4項
5名、同第 5項 6名、計99名が受賞した。受賞者
代表として長崎正幸氏（大豊建設㈱）が登壇し、
伊藤会長から賞状を授与された。
定時総会次第の全てが滞りなく執り行われ、閉

会を迎えた。

講演会の後は（一社）東京建設業協会との合同懇
親パーティが開かれた。伊藤会長が乾杯の音頭を
取って懇親会が開始。石井啓一国土交通大臣、中
川雅治環境大臣など多くの来賓を迎え、会場のい
たる所で土木・建設業を巡る熱心な会話が交わさ
れた。

盛況のうちにパーティは閉会となり、当日のプ
ログラムが全て終了した。

その後、会場を移動し民放情報番組に出演中の
気象予報士・天達武史氏による講演「現場に役立
つ天気予報と気象災害の備え」が行われた。
講演の概要としては、二酸化炭素排出増による

温暖化の進展により、高温、低温、豪雨、豪雪、
乾燥などの気象が世界中で極端になっており、重
大な被害につながっている。自然災害から身を守
るには、①被害をイメージする（考える） ②周り
の様子に注意する（気づく）③早めに避難する（行
動する）といった3Ｋが重要であるというものだっ
た。また、ペットボトルに少量の水と炭酸ガスを

入れ振る実験を行った。出席者が深く傾聴してい
る様子が見られた。

合同懇親パーティー

代表者として優良技術者表彰される長崎正幸氏

講師 天達 武史氏



新役員名簿
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技士会役職 氏　名 会社名
会   長（理事） 伊　藤　寛　治 飛島建設株式会社
副会長（理事） 山　田　裕　之 戸田建設株式会社
副会長（理事） 桑　原　泰　秀 清水建設株式会社
理　　事 加　藤　一　郎 株式会社安藤・間
理　　事 鈴　木　正　道 オリエンタル白石株式会社
理　　事 風　間　　　優 鹿島建設株式会社
理　　事 加　藤　岩　男 株木建設株式会社
理　　事 髙　嶋　正　彦 株式会社熊谷組
理　　事 町　田　周　一 五洋建設株式会社
理　　事 鈴　木　正　司 坂田建設株式会社
理　　事 川　端　一　知 佐藤工業株式会社
理　　事 谷　山　二　朗 大成建設株式会社
理　　事 竹　内　　　清 大豊建設株式会社
理　　事 水　谷　景　洋 東急建設株式会社
理　　事 髙　橋　武　一 東洋建設株式会社
理　　事 岩　田　耕　一 株式会社ナカノフドー建設
理　　事 森　本　裕　朗 西松建設株式会社
理　　事 黒　田　信　夫 日本道路株式会社
理　　事 林　　　清　一 林建設株式会社
理　　事 中　西　義　和 株式会社フジタ
理　　事 西　本　哲　二 前田建設工業株式会社
理　　事 奥　井　善　之 三井住友建設株式会社
理　　事 神　原　正　明 みらい建設工業株式会社
理　　事 坂　田　真　一 個人会員
監　　事 奈良岡　　　茂 ショーボンド建設株式会社
監　　事 長　野　茂　樹 常盤工業株式会社
監　　事 佐々木　日出幸 三井住建道路株式会社
常務理事 近　藤　義　弘 東京土木施工管理技士会

理事25名（常務理事 1名含）監事 3名　計28名

伊藤 寛治 会長 山田 裕之 副会長 桑原 泰秀 副会長


